
〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部高齢福祉課住居支援係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：住居支援係 

日時：平成２９年 ５月 ２３日（ 火 ） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・食中毒の予防 

 

 

 

 

 

ということについて 

・食事前の手洗い、手指消毒をきちんと行う。 

・食事等、すぐに食べない場合は出しっぱなし

にせず、冷蔵庫に保管する。 

・冷蔵庫を定期的に整理、整頓、清掃を行う。 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

起きてこられないご利用者の食事がそのまま流しの上に置いてい

る状況があった。 

職員全員に、冷蔵庫管理をするよう周知実施徹底した。 

 

 

 

 

 

 

改善後 

食事すべてにラップをし、冷蔵庫で管理するようにしている 

 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

      に関して 

改善前の状況 

・食事時間のずれている方の分を冷蔵

庫にしまわず、そのまま放置してし

まっている状況であった。 

・冷蔵庫の物が乱雑に置いてある状況

であった。 

・決められた定期的な清掃がきちんと

行われていなかった。 

・手指消毒を忘れてしまうことがある。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・手指消毒に関しては、まだ忘れてし

まう現状があるため、再度周知を呼

び掛けている。 

・冷蔵庫の中を整理し、食事を保存で

きるスペースを確保した。 

・決められた週１回のペースで清掃、

賞味期限の確認、整理整頓をきちん

と実施した。 

 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部高齢福祉課住居支援係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：住居支援係 

日時：平成２９年 ５月 ２３日（ 火 ） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・熱中症、脱水予防に努める。 

 

 

 

 

 

ということについて 

・窓際の居室の方の日差しを軽減する工夫を行

う。 

・こまめに水分補給を行う。（水分摂取を増やす

工夫を行う） 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・ベッドの位置が窓に近い。 

・西日にご利用者様が当たりやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

■危険箇所の改善 

■作業方法の改善     に関して 

改善前の状況 

・ベッドの位置が窓に近い。 

・西日にご利用者様が当たりやすい。 

・季節に応じた水分摂取量が確保でき

ていない。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・ベッドを窓から離し、直接光が当たら

ないようにした。 

・離床のタイミングを工夫し、西日の強

い時間帯には出来るだけ涼しいデイ

ルームでお過ごし頂くようにした。 

・エアコンからの冷風を、扇風機で奥ま

で送るようにした。 

・水ゼリーを作り、水分摂取をして頂い

た。 

・ご利用者の嗜好に合わせた飲み物を購

入した。（甘酒、カルピス等） 

・職員はマイボトルを持参する方が増

え、自己管理の中で水分を取るように

努めた。 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部 高齢福祉課 ケアハウス支援係  平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：ケアハウス支援係 

日時：平成２９年 ５月３０日（火） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

夏の猛暑に備え、脱水症や熱中症の予防に努め

る 

 

 

 

ということについて 

 

・脱水症の講習会の開催や啓発を行う。 

・職員においては、マイボトルや飲み物を用意 

 して細目に水分の補給を行う 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

・７月に脱水症の講習会を予定している。 

 啓発活動に努め、事象が起きないように予防する。 

・喉が渇く前に細目に水分を補給するように啓発する。 

 

 

 

改善後 

・新たな取り組みではありませんが、喉が渇く前に水分補給を 

 意識して取り組みました。体調を崩すことなく勤務が行えた。 

        

 

・７月１９日に脱水症講習会を開催しました。入居者・職員・地

域の方々の参加があり、予防への知識や意識が向上しました。 

        

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・脱水症への関心の高まりはある状況 

 

・水分補給への意識もある状況 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・自分自身の体調管理の徹底を意識し 

 各々が水分の補給をしていた。 

・脱衣症の講習会で学んだ知識を日頃 

 より、入居者の方々への周知に役 

 立てることが出来た。 

 

 

 

 

 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部 高齢福祉課 ケアハウス支援係  平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：ケアハウス支援係 

日時：平成２９年 ５月３０日（火） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

施設内の温度調整を行い、熱中症対策を実践し

予防に努める 

 

 

 

ということについて 

施設内の温度を一定に保ち、熱中症への予防に 

努める。 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

・夏期期間においては、施設内の温度を２６℃～２７℃に設定し 

 熱中症予防に努める。 

・入居者の居室内においても、室温を確認しながら管理が難しい 

 方においては、積極的に温度調節等の支援を行う 

 

 

 

 

 

改善後 

・フェリコ館内の室温を管理し、下記の表を意識して節電を踏ま

えながら熱中症の対策を行いました。 

結果、特に体調を崩すことなく勤務が行えた。 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・季節や気温により、熱中症対策の意 

 識は根付いているが、猛暑も予想し 

 準備や備えが行えるとよい 

 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・目新しいことではないが、３～４カ

月の長いスパンで取り組みが行えた。 

 

 

 

 
 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部高齢福祉課ショートステイ係   平成２９年度 夏期安全推進活動  

 

部署：ショートステイ係 

日時：平成２９年 ５月１９日（金） 

□環境 ・ ☑方法 □部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてください 

すでに気温が高い時もあるが、夜間早朝は寒い

こともあり、体調管理が難しい時期になってき

た 

 

 

 

 

ということについて 

１． 脱水症状に注意をし、こまめに水分補給

をする必要がある。 

 

２． 梅雨時期もあるため、業務中には薄着で

も寒いと感じるときや送迎等、外出をす

る時には羽織るものがないといけない 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後 

 

 

  写真なし 

 

 

 

 

 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・マイボトル持参の職員もいるが、特

段の取り組めはない。 

・意識的に水分補給をする声掛けなど

を決めていない。 

・施設内では半袖などになっているこ

とが多い。外に出るときも、そのま

ま出かけることがある。 

改善時の工夫、改善後の状況 

１について 

→こまめな水分補給にて、脱水等の症

状を職員が起こす場面はありませんで

した。 

 

２について 

→風邪をひく職員もほぼおらず、安定

的に利用者ケアを実施できました。 

 

 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部高齢福祉課健康支援係   平成 2９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：健康支援係 

日時：平成２９年 ５月 20 日（土） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

５月でも気温の高い日が連続し、入所者及び

職員が脱水傾向。 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

① １日の水分補給量の確認と調整が必要 

② 自分が脱水傾向なのか、わかりにくかった

り、自分は大丈夫という過信がある 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法

の改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

利用者様の水分摂取量/日 

 

 

 

 

改善後 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

① 入 所 者 の １ 日 摂 取 水 分 量 が

300ml から 1000ml 以上と、

個人差が大きい。 

② 職員への聞き取り 

・一度、たくさん発汗した後、汗を

かかなくなる。身体は何ともない。 

・意識した水分補給はしていない。

自宅にいる時はさらに口渇がないた

め、飲んでいない。時々身体の静電

気を感じる。 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 各ユニットで水分必要量につい

て勉強会開催し、根拠を周知。結

果安定した水分捕球ができてい

る。 

② 勉強会の時に合わせて、発汗がな

くなるとこの危険性を伝える。 

結果、体調不良発生がなかった。 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部地域サービス課居宅介護支援支援係  平成２９年度 夏期安全推進活動  

 

部署：高齢福祉部地域サービス課居宅介護支援係 

日時：平成２９年 ５月３０日（火） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてください 

夏に向けて 

① 自分自身の水分が十分に補給できているか

わかりづらい。 

② 在宅利用者の訪問等により外出す

ることが多いが、外気温、車内温度、

各自宅、事業所内など温度変化が大

きく、体調を崩しやすい。 

ということについて 

① 水分補給をする。 

② 温度変化に対応できるよう、衣類などを工夫

する。 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

① 昼食時のお茶以外は、各々がのど

が渇いた際に水分を取っていた。 

② その日の予想される天候によって

衣類を選んでいた。 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 出勤後全職員がいる時間帯に意識

的に飲み物を準備し補給するよう

になった。昼食後も意識的に水分

を補給するようになった。 

② 出勤時の服装は特に変わらなかっ

たが、羽織るものを持参するなど、

温度の変化に対応できるようにし

た。 

 
 

 



衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部地域サービス課居宅介護支援支援係  平成２９年度 夏期安全推進活動  

 

部署：高齢福祉部地域サービス課居宅介護支援係 

日時：平成２９年 ５月３０日（火） 

☑環境 ・ ☑方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

夏に向けて 

③ 窓を開ける機会が多くなり、虫や土

埃が入る。 

ということについて 

① 環境整備や清掃方法の見直しが必要 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

③ 掃除機のみで掃除を行っている。 

④ 網戸が破損しており、使用できな

ず、蚊などの虫が入ることが多か

った。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

③ ワイパーを使用し、床の水付記清

掃を行う。 

④ ハンディモップを使用し、棚、デ

スク上などの清掃をする。 

⑤ 窓を開ける際は、網戸が使用でき、 

蚊が入ることはあまりなかった。

なぜか毛虫は侵入していたことが

数回あり、清掃時に隅まで確認医

師対応した。 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部 地域サービス課 国見地域係  平成２９年度 夏期安全推進活動   

 

部署：高齢福祉部地域サービス課国見地域係 

日時：平成２９年 ５月 ２２日（月） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・熱中症になりやすい季節 

 

 

 

 

 

ということについて 

・畑仕事、外出、入浴介助などで汗をかく事が

多くなるため、動く前後は特に意識して水分を

摂取するようにする。（各自、声掛け、持ってい

く） 

身体が暑くなりやすいときにはクーリングもお

こなうようにし、熱中症予防していくことが必

要。 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・自分のやるべき作業に没頭している

と水分摂取を忘れがちになってい

る。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・この取り組みに上げることによって

それぞれがタンブラーを持参するよう

になっています。 

他の職員が水分を十分に摂取できてい

ないと感じた場合は声掛けや水分を持

っていき十分に摂取できるようにしま

した。 

 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部 地域サービス課 国見地域係 平成２９年度 夏期安全推進活動   

 

部署：高齢福祉部地域サービス課国見地域係 

日時：平成２９年 ５月 ２２日（月） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・蜂が飛んでくることがあるので、刺されたり

歩行介助中に影響が出る可能性がある。 

 

 

 

 

ということについて 

・以前、他部署で蜂取りポットを作っていたの

を参考にして危険を防止していきたい。 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 

改善後 

 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・時々蜂が飛んでくるとは感じてはい

たもののこれといった策は講じてい

ませんでした。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・蜂取りポットを作成することで職員

全員が危険を意識できるようになって

きました。 

８月頃からかなり蜂がポットに取れる

ようになりましたが、蜂はポットめが

けて行動しているため人的被害はあり

ませんでした。 

 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部地域サービス課中山地域係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

  

部署：地域サービス課中山地域係 

日時：平成２９年 ５月  ２１日（日） 

□環境 ・ ■方法 ■部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

これから夏場に向けて室内外で過ごす際に、気

温が高い日が増す 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

・熱中症や体調不良の可能性がある 

・脱水症状が起きる可能性がある 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

※写真無し 

 

 

改善後 

15 時のおやつに日替わりでゼリーを作りご利用者と職員が一緒

に水分補給を行えるようにした。 

 

 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・職員が自分で意識しないうちに作業

や、介助に集中し、水分補給を怠る事

が出る可能性がある。 

・利用者様においては声がけを行うも、

「大丈夫」「トイレが近くなるから」と

仰り、水分補給を制限される方がいる。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・液体ではなくゼリーにする事で水分

ではなくお菓子感覚で摂ることが出来

るため、職員はもちろんのことご利用

者も無理なく十分な水分補給と共に身

体のクールダウンをする事が出来た。 

 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部地域サービス課中山地域係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：地域サービス課中山地域係 

日時：平成２９年 ５月  ２１日（日） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

蚊や蛾・蟻、害虫が庭に発生し、室内に入って

くる 

 

 

 

 

ということについて 

刺されてしまった場合、虫によっては、重大な

リスクにつながる可能性がある。また、衛生面

において不衛生になる 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

裏庭に雑草が生えている状態 

 

改善後  

1.蚊等の害虫が発生し難いように裏庭の除草を実施した 

 

2.蜂などの害虫を駆除する為の虫取りポットを４カ所に設置した 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・気温が高い日には、窓を開けておく

事が多い。 

・蚊取り線香を使用するが、送迎時の

玄関など人の出入りが多い際などは、

線香だけで対応する事は難しい。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

蚊取り線香を状況に合わせて複数個所

に設置。庭の除草を実施し害虫が発生

し難い環境整備を行うと共に、蜂取り

ポットを複数個所に設置、定期的に交

換を実施する事で大型の蜂等の害虫を

多数捕獲する事が出来た。 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：高齢福祉部地域サービス課地域包括支援係 平成２９年度 夏期安全推進活動  

 

部署：地域包括支援係（地域包括支援担当９ 

日時：平成２９年 6 月 8 日（木） 

□環境 ・ ☑方法 □部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてください 

夏に向けて 

④ 窓を開けるた機会が増え、蜂が入ってくる

恐れがある。 

⑤ 寒暖の差があり、体調管理に注意が必要。 

⑥ 食中毒が多い季節になる。 

ということについて 

① 蜂が入ってきた際に、対策方法や、駆除のた

めの物品の場所の確認をする必要がある。 

② 水分補給、冷え対策を意識する必要がある。 

③ 昼食を持ち込む際の食品の管理、手洗いの徹

底などを感染対策の内部研修で学んだこと

を再確認して取り組む必要がある。 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

⑤ 蜂が入ってきた時の対策について

の知識、駆除のための物品の場所

を把握していない。 

⑥ 水分補給をこまめにできていなか

ったり、冷えの対策ができていな

い。 

⑦ 食品の管理、手洗いについてはそ

れぞれで行っている。 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 駆除のための物品の置き場所、使

い方について確認をした。 

② 各自水分補給、冷え対策をした。 

③ 昼食を持ち込む際には管理に気を

つけ、手洗いを各自行った。 
 

 

 



<衛生委員会用 報告シート> 

部署：高齢福祉部 地域連携推進係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：高齢福祉部 地域連携推進係 

日時：平成２９年９月２２日（金） 

■環境 ・  ■方法  □部署内の方策 ・ 

□職員の意識などに関して考えてみてください 

■利用者 ■職員 □ご家族等  にとって 

・リベラ荘２階のケアワーカー室（小屋）の  

環境調整が必要 

・小屋には窓がないため換気が難しく、熱気が

こもりやすい環境のため。 

 

 

 

ということについて 

・適温管理や換気などによる熱中症予防が必要 

 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・開閉できる窓がない 

・デスクワークする人数が多いと熱気がこもりやすい 

・天窓から太陽光が差し込み、気温が上昇しやすい 

 

 

 

改善後 

・今年の夏は比較的低温で過ごしやすかったため、例年のような

熱気のこもりや気温の上昇は生じなかった。 

・やや気温が上昇の際には扇風機や時間を区切っての冷房などで

対処した。 

   

・冷房をこまめに ON/OFF  ・電力表示に注目して節電 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・冷房の効果が座席に応じて異なる。 

・窓がなく、職員の人数が増えると 

熱がこもりやすい。 

・天窓からの太陽光による熱が伝わり

やすい。 

・空調のスイッチが近くにない 

 （響の間の奥にある） 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・時間を区切っての冷房使用 

・扇風機による効果的な風通し 

・電力表示にも常時注目し、電力多い

時には節電を呼び掛けた。使用して

いない箇所の冷房や電気を OFF に

するように対処した。 

 

 

 

 
 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：総務部総務課総務・会計係  平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：総務部総務課総務・会計 

日時：平成２９年 ５月２２日（ 月 ） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

OA 機器の熱などで、室温が高くなりやすい為 

熱中症対策を考える 

 

 

 

 

ということについて 

冷房の適切な使用、熱中症の予防につながる 

スポーツドリンク、塩アメなどを意識して摂取 

し体調管理をこころがける。 

 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

  

 昨年に引き続き、室温の管理に心がける。 

改善後 

  

 

 

 

 

 

 

 

デマンドシステム端末       マイタンブラー 

                  ※イメージ 

 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・高温、多湿になりやすい 

・節電の意識に傾くと冷房を我慢しが

ちになる。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・各自、タンブラー等を持ち寄り、保

冷しながら水分補給している。 

・電気使用量の予測値をもとに、節電

を意識しつつも、適時冷房を使用でき

た。 

・脱水や熱中症による体調不良の職員

は出ていない。 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：総務部総務課総務・会計係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：総務部総務課 

日時：平成２９年 5 月２２日（月） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

昨年度蜂に刺される事故は発生しなかったが、 

今年度も事故防止の為ハチポットを設置する 

 

 

   

 

 

ということについて 

蜂に刺される事故を防ぐため、蜂が発生しやす

い場所に蜂を誘い込み駆除する「ハチ取れポッ

ト」を設置する。又駆除用のスプレーも備蓄す

る。 

 

 

 

 

という意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

  保育園園児 ご家族駐車場  リベラ荘中庭せんだんの木 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・昨年ハチ取れポットを設置すること

により蜂が捕獲でき、事故防止につな

がった。 

・昨年同様蜂の巣に対する職員の意識

を高めていく 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・昨年同様ハチ取れポットに蜂が捕獲

できている。 

・今年も事故の発生なし。 

・殺虫剤の活用もできている。 

 

 

 

 
 

 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：児童福祉部児童福祉課保育支援係子育て相談支援係 平成 2９年度夏期安全推進活動 

 

部 署 ： 児 童 福 祉 部 児 童 福 祉 課        

保育支援係 子育て相談支援係 

日時：平成２９年 ５月 ２２日（月） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

・気温が高くなり、保育園の周囲では虫の活動

も活発になってきている。 

 

 

 

ということについて 

 

・蜂の動きが更に活発になり、刺される可能性

が高くなると思われる。そのため、安心して

散歩や外遊びができなくなることが予想され

る。 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください、 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 現在、５～６か所設置している。 

  

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・毎年、蜂が多いことについて、何ら 

かの対策は行ってきていたが、保育 

園の周りは木や草などに囲まれてお 

り、危険性の高い虫が増えてくる。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・今年の夏は雨続きだった為か例年に

比べ蜂の数は少なく、蜂ポットの交換

もほとんどの箇所で必要がなかった。 

またプール遊び、散歩、外遊びもでき

る機会が少なく職員から蜂がいるとい

う報告もなかった。 

秋になり、また蜂が飛ぶ姿が見られる

ようになってきたので引き続き対策を

し気を付けていく。 

 
 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：児童福祉部 児童福祉課 自立支援係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：児童福祉部児童福祉課自立支援係 

日時：平成２９年 ７月   日（ ） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

・事業所の周囲の木などに蜂の巣を作りやすい 

 環境にあるため、巣を作らせない対策を取り 

 職員や児童が蜂に刺されないようにする。 

 

 

ということについて 

・事業所の周囲の木や草の剪定を行う 

・以前巣があった場所や、作りやすいと思われ 

 る場所に、巣を作らせないスプレーをする 

・女王蜂は 5 月ごろから活動を始めるため、 

 ハチポットを設置する。 

・ 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後  

 

  

 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

■危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・5 月から設置したハチポットには 

 小さな蜂と数匹の虫が入っている 

 状況。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・スプレーをした場所には巣は作られ 

 ていない。 

・5 月下旬から、数匹スズメバチを 

 発見したが八ポットには入っていな 

 い。 

・8 月からハチポットに大量に蜂が 

 入るようになる。 

・2 週間ごとに八チポットを交換する。 

・刺された児童、職員は一人も居ない 

 状況。 

 
 

 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：児童福祉部児童福祉課障がい支援係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

アセスメント用紙 

部署：児童福祉部児童福祉課障がい支援係杜の子ハウス 

日時：平成２９年  5 月 24 日（水） 

☑場所 ・  □方法    に関して 

☑利用者 □職員 □ご家族等  にとって 

①現在下駄箱の利用者のネームをマグネットで

固定しているが、靴を出し入れしている内に

取れてしまう。それにより利用者が自分のネ

ームが無いことで混乱することがある。 

 

 

ということについて 

・利用者ごとに、場所を固定化することで、マ

グネットを落ちないように利用者の混乱も防

げる 

  

と思ったという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった場所・方法等とその改善が分かる写真 

改善前 

 

改善後 

  
 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

① マグネット貼り付けだったため、

少しの衝撃で外れてしまっていた。 

② 日によって靴をしまう場所が変わ

っていたため、文字の読み取りが難

しい利用者様が違う場所に入れてし

まうことがあった。 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 利用者ごとに靴をしまう場所を固

定化した。 

② 顔写真を入れたことで、文字で判

別が難しい利用者も入れる場所が把握

できるようになった。 

③ 靴を入れる場所に足跡マークをつ

け、入れる場所が分かるようにした。 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：児童福祉部児童福祉課障がい支援係 平成２９年度 夏期安全推進活動 

 

部署：児童福祉課児童福祉部障がい支援係り国見ケ丘の家 

日時：平成２９年 ５月１９日（金） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

➀庭や家廻りの雑草がひどく、美観も損なわ

れる。 

②夏場は虫も発生しやすい。 

 

 

ということについて 

 ①庭が広く草むしりに時間がかかってしま

う。 

 ②夏休みは草むしりの時間が確保しづらい。 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法

の改善について抽出してください 

 

 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 

改善後 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善   に関して 

改善前の状況 

➀庭が広く草むしりに時間がかかっ

てしまう。 

②草むしりの予定を立てても天候や

業務により行えず、更に雑草が伸

び、清掃に時間がかかってしまう。 

改善時の工夫、改善後の状況 

①除草剤、融雪剤をまいたが庭の面

積が広く、除草剤の量が足りなか

ったのか効き目がなかった。 

②夏休みに入り、草むしりができず 

 庭の景観も悪く虫が発生した。 

次年度に向けての改善策 

①スギナやドクダミ等の根を張る植

物が多いので、庭の面積に合わせ

た除草剤を使用し根元から枯らし

雑草の発生をおさえる。 

②梅雨に入る前の６月と９月に除草

剤をまく。 

 
 

 



〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：児童福祉部児童福祉課障がい支援係  平成 29 年度 夏期安全推進活動 

アセスメント用紙 

部署：児童福祉課 障がい支援係 遊杜家 

日時：平成 29 年 5 月 1  日（月 ） 

□場所 ・  ☑方法    に関して 

☑利用者 ☑職員 □ご家族等  にとって 

昨年同様に、利用者、職員の夏の体調管理を行

なうことと室内に日差しが入り暑い 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

 

熱中症、脱水症状に注意しなければならないの

と日差しを遮れないか 

 

 

 

 

 

と思ったという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった場所・方法等とその改善が分かる写真 

改善前 

 

 

改善後 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・室内温度計を確認し、空調管理を行

なっている。水分補給は、こまめに

行なっている。 

・日差しを遮るレースカーテンがない

ため日中でもカーテンを閉めてい

る。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・西側に、瓢箪でグリーンカーテンを 

栽培した。8 月に入り日差しが少なく

成長がとまってしまう。そこで、イン

テリアパネルを窓側に置き西日を遮っ

た。窓サイズにパネルが合い、西日を

遮る事ができた。 

・室内温度は、温度計を確認しながら、

空調管理を行った。 

 

 

 

 
 

 


